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（記載要領）

１　プロジェクトごとに本様式を作成し、評価すること。

２　記載欄が不足する場合は、適宜追加すること。

３　事業種別については、交付対象事業又は関連事業の別を記載すること。

４　成果指標の達成状況は、目標数値を上回ったときは◎、目標数値の近似値であるときは○、目標数値を下回ったときは△、判断できないときは―を記載すること。

みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成30年度分）

団体名：与謝野町

プロジェクト名
つながりで笑顔をみらいにつむぐまちプロジェクト（結
婚・出産・子育て）

実施期間 H30年度～H34年度 少子・高齢化 新規・継続の区分

地域における現状、課題及び住民ニーズ

結婚に対する意識の変化、社会環境の変化により、未婚や晩婚、離婚が増えている。中には、出会いの減少や経済的な不安などから、結婚をしたくても
踏み切れない人もいる。
また、核家族や共働き家庭、ひとり親家庭の増加により地域とのつながりが減少し、身近に相談できる相手がいないため、出産や子育てなどへの不安や
ストレスを抱えたり、孤立する家族がある。加えて、様々な働き方に応じて子育てできる環境の充実が求められてる。
つながりで笑顔を未来につむいでいくためには、家族の絆を土台として地域とのかかわりを深め、たくさんの愛情・ふれあいの中で子どもたちを育てて
いくことがとても重要である。その一歩として、地域ぐるみで子育てできる環境づくりや子どもの心と体が健やかに成長できる環境づくりが必要とな
る。

安心して結婚・出産・子育てができる環境、子どもたちが心も体も健やかに成長できる環境の構築を目指す。そして将来、与謝野町で育った子どもたち
が、このまちで結婚・出産・子育てをして未来の世代へ笑顔をつないでいきたいと思える「つながりで笑顔を未来につむぐまち」となるよう、結婚・出
産・子育てに係る支援施策を進める。

総事業費（千円） 8,185 本年度事業費（千円） 8,185 交付金額（千円） 4,000

プロジェクトを構成する事業の平成30年度事業実績（出来高数値等）

事業名 事業概要 主な実績（出来高数値等）

ブックスタート事業、ひまわりノート事業
絵本等購入　絵本152冊×2冊・絵本袋200袋
ひまわりノートの配布160名

新生児聴覚検査費助成事業 助成金給付73件

産婦健診・産後ケア事業 産婦健診1,331件

養育困難家庭自立支援事業 養育困難家庭の子どもへの学習支援 NPO法人宮津・与謝子育て教育ネットワークへの委託：３人

障害者相談支援等事業 障害児相談支援 相談件数245件

認定こども園整備事業 かえでこども園整備、市場保育所の認定こども園化への整備
ブラインドカーテンの設置、進入路の整備、施設修繕、食
器・椅子等の購入

加悦地域認定こども園（仮称）整備事
業

加悦地域に認定こども園建設 基本設計を実施

子ども子育て支援事業 子ども子育て支援計画策定事業 ニーズ調査を実施

成果指標の目標数値 乳幼児、児童の予防接種率　H29：94％⇒H32：100％
成果指標の実績値
（31年3月31日時点） 平成30年度　96.4％

成果指標の達成状況 目標数値が達成できており、一定の効果が出ていると考えられる。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

－ －

子どもの心と体が健やかに成長できる環境づくりを図ることで、住民の意識も向上した結果として目標値を達成することができた。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

関連事業との連携効果 　妊娠期から就学後の子育て期にわたる切れ目ないきめ細やかな支援を提供することができた。　

府と市町村等との連携に資する成果
　養育困難家庭支援事業において府との連携により潜在的要支援家庭の把握や支援方法の検討を行い支援体制の強化が図ら
れている。

住民の自治意識を高める成果

リーディング・モデル成果

広域的波及成果

行財政改革に資する成果 　施設を集約することにより、人件費や維持管理にの経費削減に繋がっている。

その他の成果

プロジェクトの目的及び概要
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